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時
か
ら
・
山
口
総
合
支
所
Ａ
会
議
室　

※
4
月
30
日
（
水
）
以
降
は
農
業
振
興
課

で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。（
5
月
12

日
（
月
）
以
降
は
小
郡
総
合
支
所
、
徳

地
総
合
支
所
、
阿
東
総
合
支
所
の
農
林

振
興
事
務
所
で
も
申
請
可
能
）

▼
対
象 

市
内
で
30
ａ
以
上
の
耕
作
ま
た
は
市

内
産
作
物
の
販
売
を
し
て
い
る
農
業
者
等

▼
補
助
率 

対
象
経
費
の
3
分
の
1
（
上
限

額
20
万
円
）　

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

問問
申申

 

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
７

【
農
業
用
施
設
等
整
備
事
業
】

　

市
内
農
業
者
が
営
農
継
続
の
た
め
に
、

自
ら
行
う
農
業
用
水
路
や
農
道
の
補
修
等

の
整
備
工
事
に
必
要
な
原
材
料
費
お
よ
び

建
設
機
械
リ
ー
ス
料
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
対
象 

30
ａ
以
上
の
耕
作
ま
た
は
作
物
の

販
売
を
し
て
い
る
農
業
者
等

▼
補
助
率 

対
象
経
費
の
10
分
の
７
（
上
限

額
20
万
円
）　

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

問問
申申

 

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
９
５

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

　
農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間
地
域

に
お
い
て
、
集
落
等
を
単
位
に
協
定
を
締

結
し
、
５
年
間
以
上
農
業
生
産
活
動
等
を

行
う
場
合
に
、
面
積
に
応
じ
て
一
定
額
を

シ
ニ
ア
山
口
会
員
募
集

　
シ
ニ
ア
山
口
は
、
山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
愛
称
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
な
ど
、
生
活
を
豊
か
に
楽
し
く
す
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問問 

シ
ニ
ア
山
口
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

７
１
２
１

農
山
村
地
域
を
活
性
化
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
ま
す

　
市
内
の
農
山
村
エ
リ
ア
（
仁
保
・
小
鯖
・

陶
・
鋳
銭
司
・
名
田
島
・
秋
穂
二
島
・
秋
穂
・

徳
地
・
阿
東
地
域
）
の
地
域
資
源
を
活
用

し
、
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性
化

を
図
る
起
業
・
創
業
・
事
業
拡

大
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

▼
補
助
率
と
補
助
上
限
額　

補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
以
内
で
６
０
０
万
円

問問
申申

 

農
山
村
づ
く
り
推
進
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
７
８

　

道
の
駅

「あ
い
お
」
移
転
整
備

飲
食
販
売
店
舗
設
置
に
係
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
者
募
集

　
道
の
駅
「
あ
い
お
」
移
転
整
備
事
業
で

は
農
産
物
や
水
産
物
、
特
産
品
の
直
売
所

の
ほ
か
、
地
元
の
食
材
等
を
活
用
し
た
店

舗
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
実
施
設
計
や
出
店
者
の
募
集
等
の
参

考
に
す
る
た
め
、
事
業
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

▼
ヒ
ア
リ
ン
グ
日
時　

５
月
下
旬
（
予
定
）

▼
場
所　

山
口
総
合
支
所
ま
た
は
市
内
の

任
意
の
場
所

▼
内
容　

申
し
込
み
時
に
提
出
さ
れ
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
も
と
に
、
事
業
内
容

や
必
要
な
面
積
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
本
社
や
本
店
を
置
く
事

業
者
ま
た
は
事
業
所
を
置
く
予
定
が
あ

る
方
な
ど

問問
申申

 
５
月
16
日
（
金
・
必
着
）

午
後
5
時
ま
で
に
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
）
掲
載
の
提
出
書
類
一
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、持
参
、ま
た
は
郵
送
（
簡

易
書
留
郵
便
）、
宅
配
便
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
、
農
山
村
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
７
８
、

nousanson@
city.yam

aguchi.lg.jp

中
小
規
模
農
業
者
等
の
支
援

【
が
ん
ば
る
農
業
者
支
援
事
業
】

　
市
内
農
業
者
が
農
業
経
営
を
継
続
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
農
業
用
施
設
・
機
械

の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

▼
受
付
日
時
・
場
所  

4
月
28
日
（
月
）
13

交
付
す
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
農
地

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
取

り
組
も
う
と
す
る
農
業
者
の
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問問 

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
７
、
各
総
合
支
所
農
林
振
興
事

務
所
（
南
部
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐

２
４
５
７
、
徳
地
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐

１
１
１
５
、
阿
東
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐

０
９
８
４
）

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
農
用
地
の
維
持
管
理
、
水
路
や
農
道
等

の
農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
、
軽
微
な
補

修
等
の
活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
活
動
組
織（
農
業
者
等
）に
対
し
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
交
付
金
制
度
で

す
。
活
動
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
交
付
金
単
価　

田
…
３
０
０
０
円
／
10

ａ
、
畑
…
２
０
０
０
円
／
10
ａ
等
（
活

動
内
容
に
よ
っ
て
交
付
額
の
変
更
あ
り
）

▼
活
動
期
間　

５
年
間

問問 

農
林
整
備
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
２
４

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度

活
用
団
体
募
集

　
国
の
制
度
に
基
づ
き
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

実
践
を
支
援
し
ま
す
。
令

和
７
年
度
か
ら
、
支
援
対

産
業
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象
と
な
る
取
り
組
み
や
交
付
単

価
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
内
容　

化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の

使
用
を
県
の
慣
行
レ
ベ
ル
か
ら
原
則
５

割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
と
併
せ
て

行
う
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様

性
保
全
等
の
環
境
保
全
に
効
果
の
高
い

営
農
活
動
に
対
す
る
支
援

▼
対
象　

複
数
の
農
業
者
で
組
織
さ
れ
た

団
体
等

問問 

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
１
７

地
域
計
画
の
策
定

　
農
地
を
次
の
世
代
に
着
実
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
地
域
で
の
話
し
合
い
を
基
に
、
将
来
の

農
業
の
在
り
方
や
10
年
後
の
耕
作
者
を
示
し

た
目
標
地
図
を
定
め
る
「
地
域
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問問 

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
９
１

　

新
山
口
駅
周
辺

出
店
支
援
事
業
補
助
金

　
新
山
口
駅
周
辺
の
空
き
店
舗
お
よ
び
空

き
家
に
お
い
て
、
昼
営
業
を
行
う
飲
食
店

等
を
新
規
に
出
店
す
る
事
業
者
に
対
し
、

出
店
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業
者
の
要
件

（
次
の
全
て
に

該
当
）

・
対
象
区
域
内
の
空
き
店
舗
等
で
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
等
を
営
み
、
新
山
口
駅
周

辺
の
新
た
な
交
流
や
賑
わ
い
の
創
出
に

つ
な
が
る
営
業
を
行
う
者

・
昼
間
に
正
午
を
挟
む
２
時
間
以
上
営
業

し
、
か
つ
、
１
週
間
の
う
ち
概
ね
５
日

以
上
営
業
す
る
者　
等

▼
補
助
対
象
経
費　

店
舗
改
装
に
係
る
経
費

（
設
備
購
入
費
、
設
備
設
置
費
、
設
備
改

修
費
等
）

▼
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
、
補
助
上
限
額

１
０
０
万
円

※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。

問問
申申

 
山
口
商
工
会
議
所
広
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐

０
０
７
５

職
業
訓
練
受
講
生
の
募
集

【
介
護
労
働
講
習
】

▼
訓
練
期
間　

6
月
17
日
（
火
）
～
11
月

25
日
（
火
）

▼
取
得
可
能
資
格　

介
護
職
員
実
務
者
研
修

▼
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
し
込

み
を
行
い
、
受
講
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
方
の
う
ち
、
雇
用
保
険
の
失
業
等

給
付
を
受
給
予
定
の
方

▼
料
金　

無
料
（
教
科
書
代
・
検
定
代
等

は
別
途
）

問問
申申

 

6
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
山
口
（
神
田
町
1
‐
75
）
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
０
４
３
（
部
門

コ
ー
ド
43
＃
）　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

6
月
期
受
講
生
募
集

　
就
活
サ
ポ
ー
ト
充
実
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
山
口
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

と
就
職
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

参
照
。

▼
募
集
コ
ー
ス 

機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
科
、

設
備
保
全
サ
ー
ビ
ス
科
、
金
属
加
工
科
、

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科
、
ハ
ロ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
公
共
職
業
訓
練
）

▼
受
講
期
間　

６
月
３
日
（
火
）
か
ら
11
月

28
日
（
金
）

▼
応
募
期
間　

５
月
７
日
（
水
）
ま
で

▼
選
考
日　

５
月
17
日
（
土
）

▼
対
象　

求
職
さ
れ
て
い
る
方
、
求
職
予

定
の
方

▼
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
）

問問
申申
所所

 

５
月
７
日
（
水
）
ま
で
に
、
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口
（
矢
原

１
２
８
４
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

２
１
４
３
）

仕
事
と
育
児
・
介
護
の

両
立
支
援
制
度
等
相
談
窓
口

　
男
女
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両

立
で
き
る
よ
う
、
子
の
看
護
休
暇
の
利
用

で
き
る
範
囲
が
拡
大
、
残
業
免
除
が
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
労
働
者

ま
で
に
拡
大
な
ど
、
育
児
期
の
柔
軟
な
働

き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
や

介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整

備
、
個
別
周
知
・
意
向
確
認
の
義
務
化
な

ど
を
内
容
と
す
る
、
改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
が
本
年
4
月
と
10
月
に
順
次
施
行
さ

れ
ま
す
（
全
て
の
企
業
が
対
象

と
な
り
ま
す
）。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問問 

山
口
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
☎

０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
９
０

中
小
企
業
季
節
資
金

（夏
場
）
融
資

　
中
小
企
業
の
季
節
的
な
資
金
需
要
に
対

応
す
る
た
め
の
融
資
で
す
。

▼
使
途　

運
転
資
金

▼
融
資
限
度
額
・
利
率　

１
事
業
者
あ
た
り

５
０
０
万
円
以
内
・
年
1.8
％

▼
償
還
期
間　

6
カ
月
以
内

▼
償
還
方
法 

一
括
償
還

申申 

7
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
、山
口
銀
行
、

西
京
銀
行
、
萩
山
口
信
用
金
庫
、
西
中

国
信
用
金
庫
の
市
内
の
本
支
店

問問 

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
１
９

中
小
企
業
省
人
化
・

省
力
化
機
器
等
導
入
支
援
補
助
金

　
中
小
企
業
者
等
の
人
手
不
足
の
解
消
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
が
行
う
業
務
を
代

替
す
る
機
器
等
の
導
入
に
係
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
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受
講
可
）

問問
申申

 

各
開
催
日
の
１
週
間
前
（
託
児
希
望

の
方
は
２
週
間
前
）
ま
で
に
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
電
話

番
号
、
講
座
名
、
託
児
・
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
希
望
の
有
無
を
、

人
権
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
６
７
、

０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
７
（
5
月
7
日
（
水
）
以
降
は

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
０
２
）

出
前
講
座

「だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
！
悪
質
商
法
」

　

不
審
な
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
に
よ
る
悪

質
商
法
の
被
害
が
市
内
で
も
増
え
て
い
ま

す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
地
域

で
の
集
会
に
出
向
き
、
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
「
最
近
多
い
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
」
や
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
「
エ
シ

カ
ル
消
費
」
等
に
関
す
る
講
座
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
時
間　

30
分
～
１
時
間
程
度

▼
場
所　

市
内
の
ご
指
定
の
会
場

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
地
域
い
き
い
き

サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体

問問
申申

 

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、

団
体
名
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
、
開
催

日
時
、
場
所
を
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
２
６　

▼
募
集
期
間　

5
月
１
日
（
木
）
～
７
月

31
日
（
木
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

▼
対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
中
小
企
業
者
等

▼
助
成
率
・
限
度
額　

助
成
対
象
経
費
の
２

分
の
１
、
助
成
限
度
額
50
万
円

問問
申申

 

山
口
商
工
会
議
所
☎
０
８
３
‐

９
２
５
‐
２
３
０
０

バ
ス
の
乗
り
方
教
室

▼
日
時　

6
月
～
11
月
末
の
日
中

▼
場
所　

バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
可
能
な
場
所

▼
内
容　

バ
ス
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
マ

ナ
ー
ク
イ
ズ
、
車
椅
子
の
乗
車
体
験
、

路
上
模
擬
運
行

▼
対
象　

幼
稚
園
、保
育
園
、小・中・高
校
、

高
齢
者
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
な

ど
、
10
名
程
度
か
ら

※
バ
ス
の
配
車
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問問
申申

 

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
山

口
市
公
共
交
通
委
員
会
（
交
通
政
策
課

内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
９

住
宅
防
火
講
習

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
防
火
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
治
会
や
事
業
所

に
出
張
し
て
の
「
住
宅
防
火
講
習
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
程　

年
間
を
通
じ
て
開
催
。
ご
希
望
の

日
時
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

自
治
会
や
事
業
所
な
ど
の
団
体

▼
講
習
時
間　

１
時
間
程
度

▼
講
習
内
容　

住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
消
火
器
の
取
り
扱
い
体
験

な
ど
、
火
災
予
防
全
般
に
関
す
る
こ
と

問問
申申

 

消
防
本
部
予
防
課
☎
０
８
３
‐

９
３
２
‐
２
６
０
５

人
権
学
習
講
座

（５
・６
月
）

▼
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
定
員　

30
人
程
度
（
各
回
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

外
国
人
市
民
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
外
国
人
市
民
に
対
す
る
日
本
語
で

の
支
援
の
仕
方
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
（
資

格
が
取
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
日
時　

①
5
月
8
日
～
6
月
12
日
の
毎
週

木
曜
13
時
45
分
～
16
時
45
分
、
②
5
月
24

日（
土
）12
時
30
分
～
14
時
30
分（
全
7
回
）

▼
場
所　

①
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
集
会

室（
小
郡
下
郷
１
４
４
０
‐
1
）、②
山
口
大

学
国
際
交
流
会
館（
吉
田
１
６
７
７
‐
１
）

▼
定
員　

先
着
40
人

▼
料
金　

７
０
０
０
円
（
欠
席
の
場
合
で
も

払
い
戻
し
不
可
、
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
１
回
に
つ
き
１

人
目
４
０
０
円
、
２
人
目
以
降
１
人
に

つ
き
２
０
０
円
）

問問
申申

 

4
月
28
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、
往
復

ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
〒
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、（
託
児
希
望
の
場
合
は

子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
）
を
明
記
の
上
、

国
際
交
流
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
５
、

kokusai@
city.

yam
aguchi.lg.jp

森
の
案
内
人
養
成
講
座

　
徳
地
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
の
森
を
ガ
イ

ド
す
る
「
森
の
案
内
人
」
に
な
る
た
め
の

講
座
で
す
。

期日 講座名 講師 場所

5/22
（木）

性の多様性への正しい
理解と人権

田中愛生氏（田中ゲイ
企画）、金子法子氏（医
療法人いぶき会針間
産婦人科院長）

小郡地域
交流センター

5/27
（火）

ヤングケアラーの現状
と支援

牛島豊広氏（周南公立
大学人間健康科学部
福祉学科准教授）

小鯖地域
交流センター

6/12
（木）

子どもを取り巻くネッ
ト社会

辻岡博之氏（やまぐ
ち総合教育支援セン
ターネットアドバイ
ザー）

鋳銭司地域
交流センター

6/26
（木）

いじめ問題の対応と未
然防止にむけて ―人権
感覚を養う教育を―

大石由起子氏（山口県
公認心理師協会）

湯田地域
交流センター

講
座


